
(57)【要約】

【課題】地下への埋設時の手間やコストを低く抑えるこ

とができるとともに、内部の死水の発生を抑制すること

ができる縦形貯水タンクを提供すること。

【解決手段】縦形貯水タンク１０内に、該タンク１０の

上方から底壁２５の略中心付近に近接するように、先端

に流入口１９ａを有する流入管１９を挿入して、流入管

１９を該タンク１０の上下方向に延在させる。そして、

前記流入口１９ａ付近において、流入管１９を整流板２

１の孔２３に貫通させて、流入管１９の外周部と整流板

２１の孔２３とを溶接する。そして、整流板２１には複

数の貫通孔２２を設けておく。

【選択図】　　　図１

JP 2004-203409 A 2004.7.22



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 の 流 入 管 及 び 流 出 管 が 接 続 さ れ た 縦 形 貯 水 タ ン ク に お い て 、 前 記 流 入 管 は 前 記 タ ン ク の
上 下 方 向 に 延 在 し 、 前 記 タ ン ク 内 部 の 底 部 付 近 に 整 流 板 を 備 え 、 整 流 板 の 略 中 心 部 を 前 記
流 入 管 が 貫 通 し て い る と と も に 、 前 記 整 流 板 は 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 縦 形 貯 水 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 流 入 管 の 流 入 口 と 前 記 流 出 管 の 流 出 口 と が 、 互 い に 前 記 整 流 板 を 隔 て た 反 対 側 に 位 置
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 縦 形 貯 水 タ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 貫 通 孔 は 放 射 状 に 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 縦 形 貯
水 タ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 縦 形 貯 水 タ ン ク に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
貯 水 タ ン ク は 、 水 の 流 入 部 と 流 出 部 を 備 え て い る が 、 そ の 貯 水 タ ン ク 内 に は 、 死 水 （ 水 の
滞 留 部 分 ） が 発 生 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 死 水 が 生 じ る と 、 飲 料 用 の 貯 水 タ ン ク の
場 合 、 水 質 の 確 保 に 問 題 が 生 じ る お そ れ が あ っ た 。 こ の た め 、 こ の 死 水 の 発 生 が 抑 制 さ れ
る よ う に 、 従 来 は 、 水 流 を 利 用 し て 内 部 の 水 を 攪 拌 す る た め の 整 流 部 材 が 設 け ら れ た 貯 水
タ ン ク が 考 え ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 そ し て 、 こ の よ う な 貯 水 タ ン ク は 大 き い の
で 、 地 上 に 設 置 す る 場 合 に 設 置 場 所 を 確 保 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。 こ の た め 、 貯 水 タ ン
ク を 地 下 に 埋 設 す る こ と が し ば し ば あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ６ ５ ０ ０ ２ ２ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 貯 水 タ ン ク に お い て は 、 横 長 の タ ン ク で あ る た め
、 整 流 部 材 に よ っ て 該 タ ン ク 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 で き る も の の 、 地 下 に 埋 設 す る 場 合 に
は 、 地 面 の 掘 削 面 積 を 広 く 必 要 と す る の で 、 掘 削 工 事 の 手 間 や コ ス ト が 比 較 的 多 く か か る
と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 問 題 を 解 消 す る た め に は 、 貯 水 タ ン ク を 縦 形 に す る の が 有 効 で
あ る が 、 縦 形 の 貯 水 タ ン ク に お い て 死 水 を 解 消 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 技 術 に 存 在 す る 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ る 。 そ
の 目 的 は 、 地 下 へ の 埋 設 時 の 手 間 や コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 内 部 の 死
水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 縦 形 貯 水 タ ン ク を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て は 、 水 の 流 入 管 及 び 流 出 管 が 接 続 さ
れ た 縦 形 貯 水 タ ン ク に お い て 、 前 記 流 入 管 は 前 記 タ ン ク の 上 下 方 向 に 延 在 し 、 前 記 タ ン ク
内 部 の 底 部 付 近 に 整 流 板 を 備 え 、 整 流 板 の 略 中 心 部 を 前 記 流 入 管 が 貫 通 し て い る と と も に
、 前 記 整 流 板 は 複 数 の 貫 通 孔 を 有 し て い る こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 前 記 タ ン ク 内 部 に 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る 整 流 板 を 備 え て い る の で 、 該 タ ン ク 内 の
水 を ほ ぼ 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 縦 形 の 貯 水 タ ン ク で あ っ て も 、 タ ン
ク 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 流 入 管 の 流 入 口 と 前 記 流 出 管
の 流 出 口 と が 、 互 い に 前 記 整 流 板 を 隔 て た 反 対 側 に 位 置 し て い る こ と を 要 旨 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 流 入 口 か ら 流 入 さ れ る 水 が 、 確 実 に 整 流 板 に よ っ て 分 散 さ れ た 後 に 、 流 出 口 か ら
流 出 さ れ る 。 こ の た め 、 タ ン ク 内 の 死 水 の 発 生 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 前 記 貫 通 孔 は 放 射 状 に 配
列 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る も の で あ る 。
従 っ て 、 請 求 項 ２ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
は じ め に 、 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 全 体 と し て 円 筒 状 を な す 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ は 、 地 下 に 埋 設 さ れ て お
り 、 そ の 本 体 壁 １ ２ の 外 側 に は コ ン ク リ ー ト 層 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 タ ン ク １ ０ の
上 部 に は 、 該 タ ン ク １ ０ の メ ン テ ナ ン ス を 行 う 時 な ど に 、 該 タ ン ク １ ０ の 内 部 に 出 入 り す
る こ と が で き る よ う に 、 開 閉 自 在 の 蓋 １ ５ を 有 す る 出 入 口 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ の 軸 線 位 置 に は 、 地 上 １ ６ に 設 け ら れ た 流 入 側 水 道 パ イ プ （ 図
示 し な い ） か ら 延 び て い る 流 入 管 １ ９ が 、 該 タ ン ク １ ０ の 上 下 方 向 に 延 在 す る よ う に 、 該
タ ン ク １ ０ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の と き 、 流 入 管 １ ９ は 、 そ の 先 端 に 設 け ら れ た 流 入 口
１ ９ ａ が 、 前 記 タ ン ク １ ０ の 底 壁 ２ ５ の 中 心 付 近 に 近 接 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 流 入
管 １ ９ の 流 入 口 １ ９ ａ 付 近 に は 、 円 形 の 整 流 板 ２ １ が 中 心 の 孔 ２ ３ に お い て 外 嵌 固 定 さ れ
て い る 。 即 ち 、 流 入 管 １ ９ の 流 入 口 １ ９ ａ 付 近 に お い て 、 流 入 管 １ ９ が 整 流 板 ２ １ の 中 心
部 に 位 置 す る 孔 ２ ３ を 貫 通 し て い る と と も に 、 流 入 管 １ ９ の 外 周 部 と 整 流 板 ２ １ の 孔 ２ ３
と が 溶 接 さ れ て い る 。 こ の と き 、 整 流 板 ２ １ の 外 周 部 ２ ６ と 、 前 記 タ ン ク １ ０ 内 の 側 壁 ２
７ と の 間 に は 、 間 隙 が 設 け ら れ て い る が 、 で き る だ け こ の 間 隙 が 少 な く な る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 整 流 板 ２ １ は 複 数 の 貫 通 孔 ２ ２ を 備 え て お り 、 該 貫 通 孔 ２ ２ は 整 流 板 ２ １ の 中 心 か
ら 外 周 部 ２ ６ に 向 か っ て 放 射 状 に 配 列 さ れ て い る 。 そ し て 、 貫 通 孔 ２ ２ は 、 整 流 板 ２ １ の
放 射 方 向 に 対 し て そ れ ぞ れ 等 間 隔 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 前 記 タ ン ク １ ０ に は 、 地 上 １ ６ に 設 け ら れ た 流 出 側 水 道 パ イ プ （ 図 示 し な い ） か
ら 延 び て い る 流 出 管 ２ ０ が 、 該 タ ン ク １ ０ の 上 下 方 向 に 延 在 す る よ う に 、 該 タ ン ク １ ０ の
上 壁 ２ ８ の 一 部 か ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た 凸 部 ２ ９ に お い て 、 前 記 タ ン ク １ ０ 内 に 挿
入 さ れ て い る 。 そ し て 、 流 出 管 ２ ０ の 先 端 の 流 出 口 ２ ０ ａ は 、 前 記 上 壁 ２ ８ と 略 同 じ 高 さ
に な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 作 用
効 果 に つ い て 説 明 す る 。
流 入 側 水 道 パ イ プ か ら 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ 内 に 送 水 さ れ る 水 １ ３ は 、 流 入 管 １ ９ を 通 っ て
流 入 口 １ ９ ａ か ら 吐 出 さ れ る 。 こ の 吐 出 さ れ た 水 １ ３ は 、 底 壁 ２ ５ の 中 心 付 近 に 突 き 当 た
る こ と に よ り 、 該 底 壁 ２ ５ の 中 心 か ら 外 周 方 向 に 向 か う 方 向 に 分 散 さ れ る 。 そ し て 、 こ の
水 １ ３ は 、 整 流 板 ２ １ と 底 壁 ２ ５ と の 間 全 体 に 広 が っ た 後 、 略 均 等 に 整 流 板 ２ １ の 各 貫 通
孔 ２ ２ を 通 過 す る こ と に よ り 、 前 記 タ ン ク １ ０ の 上 壁 ２ ８ に 向 か っ て 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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こ の よ う に し て 、 前 記 タ ン ク １ ０ 内 に お い て 、 水 １ ３ が 下 か ら 上 に 流 動 さ れ る こ と に よ り
、 該 タ ン ク １ ０ 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 死 水 の 発 生 が 抑 制
さ れ た 前 記 タ ン ク １ ０ 内 の 水 は 、 流 出 口 ２ ０ ａ か ら 流 出 管 ２ ０ を 通 っ て 流 出 側 水 道 パ イ プ
に 導 か れ る こ と に よ っ て 飲 料 水 等 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 詳 述 し た 実 施 形 態 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果 が 発 揮 さ れ る 。
・ 　 前 記 底 壁 ２ ５ に 向 か っ て 吐 出 し た 水 １ ３ を 、 整 流 板 ２ １ に 設 け ら れ た 複 数 の 放 射 状 に
配 列 さ れ た 各 貫 通 孔 ２ ２ を 略 均 等 に 通 る よ う に す る こ と が で き る の で 、 こ の と き に 発 生 す
る 水 流 に よ っ て 、 前 記 タ ン ク １ ０ 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 流
入 管 １ ９ は 前 記 タ ン ク １ ０ の 上 下 方 向 に 延 在 し て い る の で 、 前 記 タ ン ク を 縦 長 に 形 成 す る
こ と が で き る 。 こ の た め 、 前 記 タ ン ク １ ０ を 地 下 に 埋 設 す る 際 に 、 地 面 の 切 削 面 積 が 横 長
の タ ン ク に 比 べ て 少 な く て 済 む の で 、 地 面 の 切 削 工 事 の 手 間 や コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
・ 　 流 入 口 １ ９ ａ と 流 出 口 ２ ０ ａ と が 、 互 い に 整 流 板 ２ １ を 隔 て た 反 対 側 に 位 置 し て い る
の で 、 流 入 口 １ ９ ａ か ら 流 入 さ れ る 水 １ ３ が 、 確 実 に 整 流 板 ２ １ を 通 過 し た 後 に 、 流 出 口
２ ０ ａ か ら 流 出 さ れ る 。 こ の た め 、 前 記 タ ン ク １ ０ 内 の 水 １ ３ が 、 該 タ ン ク １ ０ 内 の 略 全
体 に 分 散 さ れ る の で 、 該 タ ン ク １ ０ 内 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 変 形 例 ）
な お 、 こ の 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 を 次 の よ う に 変 更 し て 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
・ 　 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 流 入 口 １ ９ ａ か ら 吐 出 さ れ た 水 １ ３ が 突 き 当 た る 底 壁 ２
５ 部 分 に 、 水 １ ３ の 分 散 を 促 す た め の 低 円 錐 形 の 部 材 を 設 け る こ と 。
・ 　 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 縦 形 貯 水 タ ン ク １ ０ に 、 整 流 板 ２ １ を 複 数 枚 設 け る こ と 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
・ 　 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 整 流 板 ２ １ の 貫 通 孔 ２ ２ を 格 子 状 に 配 列
す る こ と 。
次 に 上 記 実 施 形 態 か ら 把 握 で き る 請 求 項 以 外 の 技 術 的 思 想 に つ い て 、 そ れ ら の 効 果 と と も
に 以 下 に 追 記 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ １ ） 前 記 整 流 板 の 外 周 部 と 、 前 記 タ ン ク の 側 壁 と の 間 に 間 隙 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 縦 形 貯 水 タ ン ク 。
従 っ て 、 整 流 板 の 外 周 部 と 側 壁 と の 間 の 間 隙 に お い て も 、 水 面 に 向 か う 方 向 へ の 水 の 流 れ
が 生 じ る の で 、 死 水 の 発 生 し や す い 底 壁 と 側 壁 と の 間 の コ ー ナ 付 近 に お い て 死 水 の 発 生 を
抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ２ ） 前 記 貫 通 孔 は 格 子 状 に 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
縦 形 貯 水 タ ン ク 。
従 っ て 、 請 求 項 ２ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 本 発 明 は 、 地 下 へ の 埋 設 時 の 手 間 や コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が で き
る と と も に 、 内 部 の 死 水 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 縦 形 貯 水 タ ン ク を 提 供 す る こ と が
で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 縦 形 貯 水 タ ン ク の 全 体 を 表 す 断 面 図
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 整 流 板 の 正 面 図
【 図 ３ 】 変 形 例 の 整 流 板 の 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
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１ ０ … 縦 形 貯 水 タ ン ク 、 １ １ … コ ン ク リ ー ト 層 、 １ ２ … 本 体 壁 、 １ ３ … 水 、 １ ４ … 梯 子 、
１ ５ … 蓋 、 １ ６ … 地 上 、 １ ９ … 流 入 管 、 １ ９ ａ … 流 入 口 、 ２ ０ … 流 出 管 、 ２ ０ ａ … 流 出 口
、 ２ １ … 整 流 板 、 ２ ２ … 貫 通 孔 、 ２ ３ … 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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